
の
隷
苦
に
も
屈
せ
ざ
る
救
世
的
観
念
的
大
勇
猛
心
は
死
す

と
も
猶
止
ま
ぎ
る
衝
天
の
意
気
ゐ

b
t雌
左
も
い
」
面
じ

S
F
U
J
A
F
t
－
 

於
て
は
一
一
輔
の
野
菊
に
劃
し
て
無
常
を
歎
げ
（
’
繊
細
め
情

調
あ

b
、
剛
毅
の
反
面
は
極
め
て
謙
譲
な
る
人
格
者
仁
し

て
深
〈
円
ら
責
め
自
ら
抑
え
て
許
す
所
無
か
り
し
偉
大
な

る
事
人
な
b
き
、
事
人
を
知
ら
ざ
る
浅
薄
な
る
人
士
は
得

て
皮
相
的
見
解
を
下
す
も
の
也
、

弘
安
五
年
十
月
十
三
日
臨
滅
度
時
の
鐘
の
一
音
は
韻
ャ

t
し

て
寂
莫
に
響
き
香
煙
薫
郁
た
る
辰
の
刻
仁
慈
顔
笑
を
合
み

て
法
体
眠
る
が
如
〈
不
滅
の
霊
光
衆
生
の
聞
を
照
し
、
深

き
浬
般
車
の
雲
に
隠
れ
給
へ
り
、
賞
算
六
十
一
歳
．
血

t
涙

と
仁
よ

b
て
色
彩
ら
れ
し
生
涯
は
清
〈
而
し
て
深
刻
な
る

戚
銘
を
残
せ
る
歴
史
の
一
頁
な
り
き
、
大
正
の
現
今
天
下

の
民
衆
は
何
れ
も
肉
餓
へ
心
渇
き
て
霊
の
麺
包

t
複
々
と

し
て
澗
か

5
る
生
命
の
泉
を
翼
望
し
て
止
ま
ざ
る
弘
、
宗

散
の
改
革
生
活
の
根
本
的
改
造
は
既
に
吾
人
の
頭
上
に
接

近
せ
b

i
－
－
－
墓
誕
控
に
七
百
年
大
蒙
古

ω
襲
来
無
し
と
雄

も
思
想
の
接
選
悪
流
の
来
語
或
は
排
日
な
ん
ど
現
代
の
疾

患
は
五
日
人
等
を
痛
戟
し
て
、
見
臥
蒙
古
以
上
の
惨
劇
を
見

る
臆
！
是
等
の
疾
患
を
克
服
し
永
へ
仁
人
類
の
光
明
た
る

ぺ
き
嘗
年
の
法
華
艇
の
行
者
今
何
鹿
に
居
る
、
日
蓮
墨
人

を
研
究
し
理
解
す
る
人
物
は
巳
仁
早
人
そ
知
る
者
に
し
て

現
代
を
超
越
せ
る
法
華
経
の
行
者
自
由
と
謂
ふ

A

ぺ
き
な
b
o

自
覚
せ
よ
青
年
僧
侶

戸

田

峰

仙

本
年
は
聖
誕
七
百
歳
に
て
吾
が
門
下
は
、
津
々
浦
々
じ
至

る
迄
至
誠
を
以
っ
て
奉
祝
す
。
吾
人
は
日
蓮
大
型
人
を
口

仁
す
る
時
常
に
自
畳
の
二
宇
を
思
ひ
浮
ぺ
ざ
る
を
得
江
レ

の
で
ゐ
る
。

「
人
生
宇
を
知
る
は
由
来
憂
患
の
初
め
」

t
云
ふ
は
、
何

を
語
れ
る
か
、
所
謂
自
覚

ω意
味
に
外
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。

世
に
廃
し
て
昼
々
寂
々
た
る
者
は
、
無
事
太
平
あ
ら
ん
も

梢
々
理
解
力
成
予
れ
ば
則
も
種
々
の
．
量
生
じ
来
る
o
詰
h
’

道
を
血
中
ぴ
白
魔
力
の
生
今
る
仁
従
っ
て
色
々
な
煩
悶
の
起

る
も
の
で
あ
る
o
例
へ
ば
一
一
般
仁
田
舎
の
人
は
質
朴
に
し

て
別
に
野
心
も
希
望
も
無
き
様
に
見
ゆ
れ
共
長
ト
星
を
戴

き
、
タ
に
月
を
踏
み
て
、
終
日
糞
土

ω聞
に
勢
役
し
、
而
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も
何
等
の
不
平
な
〈
卒
和
な
生
涯
を
遺
・
9
0
郡
曾
の
人
は

者
修
な
る
生
活
に
流
れ
、

E
高
の
富
を
夢
み
つ
、
劇
甚
な

る
競
争
場
裡
仁
心
身
を
勢
し
、
而
も
年
中
牛
活
難
仁
一
迫
は

れ
、
甚

rし
う
は
其
れ
が
錦
仁
生
命
を
棄
つ
る
が
如
き
悲

惨
事
も
あ
る
。

或
は
血
中
間
を
以
て
人
生
を
解
結
せ
ん

t
欲
し
、
不
可
解

を
絶
叫
し
て
遂
に
華
巌
の
瀧
に
身
を
投
十
る
が
如
き
者
き

へ
少
か
ら
や
’
o
是
に
於
て
、
間
合
生
活
と
都
曾
生
活

t
を

封
比
す
る
に
何
れ
が
幸
一
臓
な
ら
ん
か
。

諺
に
臼
ふ
「
克

t
な
っ
て
金
か
ら
ん
よ
b
は
玉
と
な
っ

て
砕
け
ん
」

t
一
見
回
合
生
活
は
卒
和
に
し
て
呑
気
な
ら

ん
も
都
曾
の
生
活
難
て
ふ
動
物
じ
喰
は
れ
ん
が
矯
め
仁
、

都
曾
生
活
を
替
ま
ん

t
す
る
者
、
年
々
増
加
し
来
る
、
之

れ
所
謂
克
の
満
足
に
甘
ん
守
る
を
得
や
し
て
玉
と
な
っ
て

砕
く
る
を
望
む
の
輩
な
り
o
所
謂
備
其
の
言
は
自
営
的
の

意
味
よ
り
来
ら
ざ
る
可
ら
令
。

然
る
に
近
来
此
の
自
費
と
云
ふ
事
を
頻
り
に
主
張
す
る

者
あ
り
雄
然
此
の
白
血
買
と
は
如
何
な
る
意
味
ぞ
過
去
よ
り

現
在
、
現
在
よ
り
未
来
盆
々
必
要
な
る
事
は
云
ふ
迄
も
な

き
事
な
り
o
叉
人
聞
の
必
理
獄
態
と
し
て
、
何
人
に
せ
よ

必
十
起
る
ぺ
き
も
の
で
、
智
識
が
進
め
ば
進
む
耗
、
自
費
を

牛
一
歩
る
者
で
あ
る
。
此
の
自
慢
の
境
地
に
立
っ
た
と
云
へ

る
人
は
必
や
理
想

t
抱
負

t
が
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
o
若
し

自
畳
せ
り

t
雄
も
理
想
な
〈
抱
負
な
く
自
ら
任
予
る
所
な

〈
ん
ば
、
決
し
て
異
の
白
血
児
乙
は
云
ム
可
ら
十
o
自
ら
任

余
る
所
あ
り
て
、
理
想
仁
向
て
進
む
場
合
果
し
て
如
何
な

る
経
路
を
た
左
る
か

t
云
ふ
に
、
赴
曾
の
事
は
容
易
に
意

志
の
命
十
る
偉
仁
な
ら
子
、
自
己
の
高
き
理
想
は
世
曾
に

認
め
ら
れ
や
、
賞
際
に
は
様
々
な
障
碍
を
生
じ
、
容
易
仁

之
れ
が
賓
現
を
見
る
能
は
や
。
是
に
品
川
て
有
も
白
血
買
を
有

し
、
理
想
あ
り
抱
負
あ
る
人
々
は
、
事
賃
上
必
予
不
平
が

起
こ
る
。
「
物
卒
か
な
ら
ざ
れ
ば
必
令
鳴
る
L

で
。
極
〈
卒

和
で
満
足
の
位
置
仁
あ
れ
ば
何
等
の
苦
痛
も
不
平
も
起
ら

ざ
る
も
、
現
在
の
境
遇
に
満
足
せ
学
、
何
等
か
前
途
に
光

明
を
認
め
、
理
想
を
立
て
、
之
れ
に
進
ま
ん
と
す
る
も
の

は
、
絶
へ
十
卒
か
な
る
を
得
予
し
て
、
常
に
波
欄
を
生
じ

煩
悶
不
卒

t
戟
は
ざ
る
可
ら
十
o
此
の
意
よ
り
云
ふ
時
は

不
卒
煩
問
は
賓
仁
人
生
の
葵
貼
と
一
五
は
ざ
る
・
へ
か
ら
令
。
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古
来
墨
賢
偉
人

t
訪
は
る
る
人
b
は
皆
不
平
煩
間
の
人

々
で
あ
る
。
蒋
等
仁
せ
よ
、
基
拙
H

じ
せ
よ
‘
吾
組
大
副
一
一
人

仁
せ
よ
、
何
れ
も
現
在
の
自
己
の
境
・
過
仁
満
足
す
る
能
は

宇
し
て
、
大
な
る
理
想
抱
負
を
有
し
、
大
な
る
不
忍
を
充

さ
ん
が
矯
め
仁
、
揮
身
的
カ
を
婚
し
、
彼
の
偉
大
な
る
人

格
を
致
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
既
仁
理
想
に
不
平
を
伴
ム
者

せ
ば
、
大
な
る
理
想
に
は
大
な
る
不
卒
の
生
十
る
は
勿
論

な
b
o
基
督
臼
〈
「
我
は
紳
の
子
な
b
」

t。
併
し
事
賞

彼
は
許
嫁
の
夫
よ
り
排
斥
さ
れ
た
宿
な
し
女
の
腹
よ
b
汚

き
馬
小
屋
の
藁
の
上
仁
産
み
曲
さ
れ
た
憐
れ
な
児
で
あ
る

其
れ
が
自
ら
紳
の
子
な

b
t叫
ぴ
し
は
賃
じ
自
畳
の
ニ
宇

じ
よ
る
の
で
あ
る
o
精
算
は
一
図
的
王
子
・
と
し
て
御
降
誕

遊
ば
さ
る
。
遁
常
の
人
な
れ
ば
貨
に
満
足
す
可
き
境
遇
な

る
仁
、
将
隼
は
物
質
的
慾
望
の
満
足
を
求
め
十
大
な
る
煩

悶
を
生
じ
、
大
な
る
不
卒
を
起
し
、
途
仁
出
家
し
千
難
高

苦
を
敢
て
し
て
、
自
ら
悟
る
所
あ
っ
て
「
今
此
三
界
皆
是

我
有
其
中
衆
生
悉
是
吾
子
」
亦
た
「
我
亦
湾
世
父
万
至
毎

自
作
是
念
以
例
令
衆
生
得
入
無
上
道
建
成
就
梯
身
」

t
。

此

ω大
抱
負
を
以
て
、
一
切
の
衆
生
を
救
済
せ
ん
と
せ
し

稗
容
の
理
想
抱
負
は
堂
に
小
な
り
ど
云
ふ
可
き
や
。
叉
日

蓮
大
草
人
は
十
有
株
蔵
仁
し
て
慨
に
自
己
科
大
の
天
職
を

自
費
し
、
天
下
関
家
否
、
＝
一
千
界
の
組
制
割
前
u

鍔
の
皐
仁
志
し

建
仁
は
「
我
れ
日
本
闘
の
柱
と
な
ら
ん
、
我
れ
日
本
闘
の

眼
目

t
な
ら
ん
、
我
れ
日
本
闘
の
大
船

t
な
ら
ん
等

t
普

ひ
し
願
破
る
可
ら
や
’
」

t
。
叉
我
闘
の
み
な
ら
今
、
世
界

統
一
の
異
偽
教
を
開
顕
し
唱
導
せ
る
「
一
問
符
提
第
一
の

事
人
、
智
人
」

t
Lて
任
じ
ら
れ
し
串
は
按
時
秒
、
関
目

紗
等
仁
於
て
明
な
り
。
斯
の
如
き
、
大
理
想
を
以
て
、
動

れ
に
鋭
れ
た
る
、
彼
の
鎌
倉
時
代
仁
蕗
し
、
天
下
を
数
梼

せ
ん
と
の
大
抱
負
の
下
仁
、
生
涯
を
流
罪
死
罪
等
多
数
バ

大
難
に
遭
遇
せ
ら
る
。
斯
の
如
く
大
偉
人
大
事
人

t
云
は

る
、
人
々
は
、
必
宇
大
な
る
煩
悶
大
な
る
不
卒
の
人
々
で

あ
る
o
併
し
一
般
世
俗
の
浅
見
を
以

τせ
ば
所
謂
轄
迦
は

一
生
涯
一
衣
一
鉢
の
乞
食
、
基
督
は
十
字
架
上
の
罪
人
、

宗
組
は
五
尺
仁
足
ら
ざ
る
身
一
つ
置
き
所
な
き
流
浪
の
人

に
し
て
成
功
者
と
は
云
ふ
可
ら
十
。
然
れ

E
超
世
間
的
の

援
界
よ
ち
見
れ
ば
、
樟
迎
は
世
倉
、
三
界
の
大
導
州
、
基

督
は
自
ら
一
柳
川
”
子
な
b
と
任
じ
。
宗
祖
は
一
閣
浮
提
第
一
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の
豆
一
人
と
叫
ば
れ
し
は
、
何
れ
も
昭
肥
大
の
抱
負

t
確
た
る

根
捺
に
立
脚
し
安
心
立
命
を
蜘
質
仁
行
へ
ろ
大
偉
人
で
あ

る
o
然
る
に
現
今
の
枇
曾
獄
態
を
蓮
見
す
る
に
思
想
界
の

惑
刷
動
物
質
界
の
恐
怖
何
等
確
固
の
根
嬢
も
な
〈
堅
忍
不
抜

の
白
血
見
信
念
も
な
し
。

五
日
人
は
悌
教
界
の
一
人
’
と
し
て
闘
民
の
無
白
血
却
を
悲
ま

ざ
る
を
得
ゃ
。
第
二
の
国
家
を
荷
ひ
立
つ
可
き
吾
々
青
年

借
侶
は
、
須
ら
く
自
身
を
如
・
り
、
自
己
の
人
格
を
隼
重
し

自
己
の
自
己
に
非
令
し
て
、
岡
家
の
一
闘
民
で
あ

ち
、
一
肱
曾
の
一
員
で
あ
b
、
家
族
山
一
人
で
あ
り
、
我
が

一
言
一
行
、
直
に
一
家
族
、
一
世
曾
、
一
園
家
仁
影
響
を

有
す
る
、
大
な
る
自
己
な
る
を
自
費
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
所

謂
自
己
は
車
な
る
自
己
じ
非
令
し
て
、
一
言
一
行
微
細
な

る
行
潟
も
謹
〈
大
な
’
り
と
せ
ば
確
然
た
る
白
血
H
t
、
大
な

る
問
想
抱
負
・
と
ぞ
以
て
重
大
な
る
天
職
を
完
う
せ
ん
事
を

希
望
し
℃
止
ま
ざ
る
な
b
o
終
り
o

虹
影

の

凝

視岡

修

観

此
の
釘
彰
の
凝
賊
は
大
正
九
年
十
一
月
十
三
日
大
崎
日
蓮
宗
大
事
巾

等
部
主
催
都
下
中
肇
校
雄
線
大
舎
に
出
演
ぜ
あ
原
稿
で
あ
る

高
山
幽
還
の
閉
じ
、
揚
々
た
る
盤
を
上
げ
、
爆
々
た
る

一
品
目
を
立
て
て
九
天
の
昼
よ
ち
落
つ
る
奔
瀧
の
、
其
の
沫
か

ム
現
れ
た
虹
影
は
、
人
間
不
断
の
、
努
力
の
影
で
有
b
ま

す。
父
秩
の
連
山
を
背
景

t
せ
る
、
代
々
木
ケ
原
に
銭
座
左

す
、
明
治
大
帝
の
英
震
は
、
我
等
七
千
高
同
胞

ω動
脈
仁

遁
ふ
て
、
五
日
人
不
断
の
カ
と
な
b
。
建
闘
の
大
本
を
物
語

っ
て
居
る
の
で
有
る
o

惟
ふ
じ
‘
金
銭
．
名
血
管
地
位
も
て
、
人
間
の
債
値
は
、

評
債
し
得
ぺ

3
も
の
で
は
、
有
り
ま
せ
ん
o
世
界
第
一
の

9
ツ
チ
マ
シ
で
有
る
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
色
、
途
い
仁
彼
の
生

命
を
、
永
九
日
砧
仁
購
求
す
る
、
黄
金
は
有
た
な
か
っ
た
の
で

有
る
o
彼
の
．
惨
虐
極
ま
れ
る
ル
イ
十
四
世
の
不
倫
の
名

春
は
、
建
仁
我
々
を
指
導
し
戚
化
す
ぺ
き
、
減
せ
ぎ
る
名
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